
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 【成果】①児童にとって新聞の存在が身近になった　②保護者と学校との連携がさらに強まった　③保護者同士のつながりも深まった　④各教科でのまとめが上手になり，新聞の見出しやレイアウトが生かされてきた　⑤朝の会等での「今日のニュース」の視野が広がってきた【課題】①ＮＩＥを取り入れた授業展開の模索と引き継ぎ　②実践資料の管理　③学校全体の環境整備　④記者派遣授業の推進　⑤新聞社や印刷所の見学学習（遠足等）　⑥ＮＩＥアドバイザーを招いての職員研修　⑦全児童の新聞投稿　⑧全児童の誕生日新聞の配布　⑨スクラップブックの活用　等々
	TextField2: ①これから男子と女子と仲よく助け合いながら生活していきたい　②男子・女子と分けないで，いっぱい遊びたい　③これから言葉遣いには気をつけ，うそをつかず，男女一緒に仲よく遊べるクラスにしたい　④男女がお互いに相手の気持ちになって生活することが大切　⑤困っていたら，男子・女子に関係なく助け合いたい
	TextField2: 【導入】 １　本時の内容を確認する（男女でけんかになったときの体験を発表する）。２　本時のめあてを確認する（男子と女子がなかよくせいかつしていくには，どうしたらよいだろう）。【展開】３　男女のちがいについて考える（・体つき・服装や髪形・読む本やよく見るテレビ・遊びや行動の違い等）４　男女一緒に活動したときのことを思い出してみよう（・男子だけ女子だけであそんだ時・男女一緒にあそ　んだ時・冷やかされたこと・係活動で協力したこと）５　男女それぞれのよいところをみつけよう。６　ＮＩＥタイム（・男子も育児に積極的に参加するという内容の新聞から男女の協力を知る）。【まとめ】７　学習のまとめをする（男子も女子も，相手の気持を考えて仲よくしていく）。　・今後の生活の中で，自分自身が心がけたいことをワークシートにまとめる。
	TextField2: 学級活動（性教育）の一環。児童は年間を通して，新聞から興味のある記事を探し貼り付け，親からのコメントをもらって「ファミリーフォーカス」に取り組んできた。新聞にもだいぶ慣れ親しんできている。
	TextField2: ①進んで男女協力して生活していこうとする意欲が生まれたか　②男女仲よく助け合っていくことの大切さに気付いたか　③自分の考えを発表することができたか　④男女お互いの良い点が分かったか
	TextField2: 新聞を資料の一環として使用することにより，特に社会への関心や豊かな思考力を育成し，今の自分を振り返りながら今後の自分を想定して意見を述べるなどの，幅広い考えを持たせていきたい。
	TextField2: 「男女なかよく」
	TextField2: 学級活動　８名
	TextField2: 2年
	TextField2: 池田　克俊
	TextField2: 鹿児島県　鹿屋市立　鶴峰小学校
	TextField1: 伝え合う力を育む指導の研究～NIEの実践を通して～



